授業評価シート　学習の基本的なルールと授業の４つのポイント（授業者用）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□チャイムと同時に授業を始める。
□学習の準備：授業前に学習用具を机の上に整える。
□話の聞き方：発表する人の方を見て聞く。
□発表の仕方：「はい」と返事をして、みんなの方を向いて起立し、センテンスで話をする。
□本の読み方：本を両手で持って読む。
□文字の書き方：姿勢よく、ていねいに書く。

	つかむ・見通す
	➊学習課題をつかむ場面がある□　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
	　　　　　　      ＩＣＴを効果的に活用した。

	解決する
	
	

	練り上げる
	➌集団で交流する場面がある□　　　　　　　　（□2人で、□グループで、□全体で）
	

	まとめる
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「はい。私の考えは○○です。」


「理由は、○○だからです。」





学習課題をつかむ場面を設定した　■





課題をつかませることができた。





課題を板書できた。　　





□ 子どもたちが課題（めあてや見通し）をつかめていた。





□ ていねいな言葉遣いで授業を進めることができた。





□ 課題を日常の出来事の中から設定することができた。





□ 子どもたちが自分の考えを書いたり、表したりしていた。





□ 一人一人の学習状況を把握し、机間指導ができた。





一人でじっくり考える場面を設定した　■





□ 子どもがじっくり考える時間を確保できた。





□ 話し合いの観点を明確に提示した。





□ 子どもの発言をそのまま繰り返さなかった。





□ 発問の後、数秒の間をとって指名した。





□ 発表した子どもへ認める言葉かけをした。





□ グループやペアの話し合いでは、全員が発言していた。





□ 子どもたちは、みんなを見ながら発表していた。





□ 子どもたちは、自分の考えとその理由を伝えていた。





□ 子どもたちは、しっかりと話を聞いていた。





集団で交流する場面を設定した　■





ふりかえる場面を設定した　■





□ 課題を主語にして書かせる、キーワードを入れて書かせるなど、まとめ方を工夫させた。





□ 授業の流れがわかる板書ができた。





□ 子どもたちは、学んだことを自分の言葉で書いたり、発表したりできた。








